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平
成
19
年
10
月
29
日
に
首
相
官
邸
で

開
催
さ
れ
た
第
70
回
総
合
科
学
技
術
会

議
に
お
い
て
、
当
研
究
チ
ー
ム
が
開
発

し
た
「
イ
ネ
萎
縮
病
抵
抗
性
遺
伝
子
組

換
え
イ
ネ
」
を
植
物
科
学
研
究
の
成
果

と
し
て
、
筑
波
大
学
で
開
発
し
た
「
耐

塩
性
遺
伝
子
組
換
え
ユ
ー
カ
リ
」
と
と

も
に
、
福
田
総
理
大
臣
、
若
林
農
林
水

産
大
臣
、
町
村
官
房
長
官
、
岸
田
科
学

技
術
大
臣
、
額
賀
財
務
大
臣
、
渡
海
文

部
科
学
大
臣
、
甘
利
経
済
産
業
大
臣
な

ど
の
閣
僚
や
総
合
科
学
技
術
会
議
の
メ

ン
バ
ー
ら
の
前
で
、
披
露
し
ま
し
た
。

会
議
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
次
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

（h
ttp
:/
/
w
w
w
8
.ca
o
.g
o
.jp
/
cstp

/

g
aiy
o/h
on
k
aig
i/70in

d
ex
.h
tm
l

）
。

　
紹
介
し
た
遺
伝
子
組
換
え
イ
ネ
は
、

イ
ネ
萎
縮
ウ
イ
ル
ス
の
全
タ
ン
パ
ク
質

が
持
っ
て
い
る
機
能
と
ウ
イ
ル
ス
複
製

に
お
け
る
役
割
を
解
析
し
た
上
で
、
ウ

イ
ル
ス
複
製
上
最
も
重
要
な
タ
ン
パ
ク

質
の
機
能
を
抑
制
し
効
率
的
に
ウ
イ
ル

ス
の
活
動
を
制
御
す
る
よ
う
に
遺
伝
子

を
組
換
え
た
も
の
で
す
。
萎
縮
病
に
高

度
の
抵
抗

性
を
示
し

ま
す
。
こ

れ
は
、
ウ

イ
ル
ス
と

宿
主
間
に
お
け
る
分
子
生
物
学
の
基
盤

研
究
に
立
脚
し
た
病
害
抵
抗
性
作
物
開

発
の
筋
道
の
一
つ
を
示
す
研
究
成
果
で

す
。
そ
し
て
、
開
発
し
た
遺
伝
子
組
換

え
イ
ネ
は
実
用
的
な
抵
抗
性
品
種
の
育

種
素
材
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、

遺
伝
子
組
換
え
技
術
の
有
効
性
と
重
要

性
を
わ
か
り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。 ! !

図2　イネ萎縮病抵抗性遺伝子組換えイネをご覧になる福田内閣総理大臣（写真提供：内閣府）

図1　第70回総合科学技術会議の様子。前面でイネ萎縮病抵抗性組換えイネが紹介されています（写真提供：内閣府）

市
民
講
座
開
講
中

 
 

地
域
の
方
々
に
中
央
農
研
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
に
、研
究
者
が
専
門
分

野
の
話
題
を
中
心
に
親

し
み
や
す
く
お
話
す
る

市
民
講
座
を
10
月
か
ら

開
講
し
ま
し
た
。
毎
月
、

第
２
土
曜
日（
9
時
30
分

〜
10
時
30
分
）に
食
と
農

の
科
学
館in

つ
く
ば
で
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
今
後
の
予
定
）

第
4
回 

１
月
１２
日（
土
）

　
　G

A
P

で
実
現
す
る

　
　
安
全
で
環
境
に
優

　
　
し
い
農
業

第
5
回 

２
月
９
日（
土
）

　
　
土
の
健
康
と
環
境

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

　
民
間
や
大
学
な
ど
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め
に
、

研
究
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
学
官
共
同
開
発

　
研
究
施
設

●
環
境
保
全
型
病
害
虫
防
除
技
術
開
発
共
同
実
験
棟

●
萌
芽
研
究
推
進
共
同
実
験
棟

利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
部
　
業
務
推
進
室
（
交
流
チ
ー
ム
） 
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埼
玉
県
と
の
研
究
協
力
協
定
の

締
結
に
つ
い
て

　
11
月
16
日
に
中

央
農
研
来
賓
室
に

お
い
て
、中
央
農
研
・

作
物
研
と
埼
玉
県

の
包
括
的
な
農
業

研
究
協
力
協
定
の

締
結
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
協
定

は
特
に
稲
・
麦
・
大

豆
等
に
つ
い
て
、
相

互
に
協
力
し
て
研

究
及
び
成
果
の
普
及
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
都
県
と
の
こ
の
よ
う
な
協
定
は
平
成
16
年
度

に
締
結
し
た
茨
城
県
に
続
い
て
2
件
目
と
な
り
ま

す
。

つ
く
ば
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参
加
し
ま
し
た

 
 

11
月
17
日（
土
）、
18
日（
日
）の
2
日
間
、つ
く
ば

市
主
催
の
つ
く
ば
科
学
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
が
つ
く
ば
カ

ピ
オ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
央
農
研
は
、「
あ
て
て

み
よ
う
！
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ

根
っ
こ
は
何
メ
ー
ト
ル
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
出
展
し
、

小
学
生
を
中
心
に
約

２
５
０
名
の
参
加
者
に
、

大
豆
の
根
を
観
察
す
る

と
と
も
に
根
の
長
さ
を

ル
ー
ト
ス
キ
ャ
ナ
ー
で

計
測
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

地
域
農
業
確
立
総
合
研
究
「
関
東

飼
料
イ
ネ
」
研
究
成
果
発
表
会

　
中
央
農
研
で
は
、飼

料
用
の
稲
を
作
り
牛

の
餌
と
し
て
利
用
す

る
技
術
の
普
及
・
定
着

を
目
指
し
て
、地
域
農

業
確
立
総
合
研
究

「
関
東
地
域
に
お
け

る
飼
料
イ
ネ
の
資
源

循
環
型
生
産
・
利
用

シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
を

平
成
16
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
ま
す
。こ
の
間

に
挙
げ
て
き
た
種
々
の

研
究
成
果
を
消
費
者
、

生
産
者
の
皆
様
に
伝
え

る
た
め
に
研
究
成
果
発

表
会
を
12
月
1
日（
土
）

〜
2
日（
日
）に
つ
く
ば

国
際
会
議
場
で
開
催
し

ま
し
た
。
第
1
日
目
の

講
演
会
で
は
、「
本
総
合

研
究
が
目
指
す
も
の
」
、 

「
牛
が
喜
ぶ
飼
料
イ
ネ

を
作
ろ
う
」
、 「
飼
料
イ
ネ
で
作
ろ
う
牛
乳
、牛
肉
」
、

「
ま
だ
ま
だ
あ
る
ぞ
！
研
究
成
果
」の
テ
ー
マ
で
12
人

の
研
究
者
が
講
演
を
行
い
、第
2
日
目
は
、常
総
市

に
お
け
る
飼
料
稲
の
放
牧
現
地
の
見
学
も
行
い
ま
し

た
。２
日
間
で
約
4
5
0
名
の
来
場
者
が
あ
り
、飼

料
イ
ネ
技
術
と
研
究
成
果
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。



研究情報
耕うん同時畝立て播種作業機による湿害軽減技術
－麦、そばの安定栽培を目指して－

北陸水田輪作研究チーム　細川　寿

研究情報 ピーマンモザイク病を予防する植物ウイルスワクチン

昆虫等媒介病害研究チーム（生物的病害制御研究チーム併任）　津田　新哉

　
都
府
県
に
お
け
る
麦
作
付
面
積
の
約
94
％

は
水
田
転
換
畑
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
麦

の
湿
害
は
、
生
育
後
期
に
影
響
が
大
き
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
発
芽
直
前
に
冠
水
し
、

発
芽
不
良
に
な
る
例
も
あ
り
ま
す
。
そ
ば
に

つ
い
て
も
、
湿
害
に
よ
り
発
芽
率
低
下
や
生

育
不
良
が
発
生
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
麦
、

そ
ば
と
も
に
湿
害
を
軽
減
し
収
量
の
増
加
や

安
定
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

こ
で
大
豆
用
に
開
発
し
た
耕
う
ん
同
時
畝
立

て
播
種
作
業
機
の
爪
配
列
と
播
種
機
の
様
式

を
変
更
し
、
耕
う
ん
・
畝
立
て
と
施
肥
・
播

種
を
同
時
に
行
う
一
工
程
の
作
業
技
術
を
開

発
し
ま
し
た
。

同
時
作
業
機
の
特
徴
と
効
果

　
作
業
機
は
砕
土
性
、
す
き
込
み
性
の
良
い

ア
ッ
プ
カ
ッ
ト
ロ
ー
タ
リ
の
耕
う
ん
軸
を
フ

ラ
ン
ジ
型
か
ら
ホ
ル
ダ
ー
型
に
替
え
、
中
央

部
分
の
耕
う
ん
爪
は
平
ら
に
な
る
爪
配
列
に

し
、
両
側
の
爪
は
ロ
ー
タ
リ
中
央
に
曲
が
り

の
方
向
を
揃
え
て
い
ま
す（
図
１
）。
作
業
機

の
後
方
に
施
肥
播
種
機
を
取
付
け
、
耕
う
ん

と
同
時
に
畝
立
て
と
施
肥
・
播
種
を
一
工
程

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

耕
う
ん
幅170cm

の
作
業
機
で
は
、
５
条

（
条
間
約27.5cm

）
、
耕
う
ん
幅220cm

の

作
業
機
で
は
、
８
条
（
同
約25cm

）
を
播
種

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
２
）
。

　
畝
高
は
約10cm

で
溝
が
で
き
る
た
め
に
慣

行
栽
培
に
比
べ
土
壌
水
分
が
低
下
し
ま
す
。

そ
ば
の
耕
う
ん
同
時
畝
立
て
で
は
、
新
潟
県

や
長
野
県
で
収
量
が
慣
行
と
同
等
か
増
加
し

ま
し
た
（
図
３
）
。
麦
で
は
、
新
潟
県
、
石

川
県
、
長
野
県
等
の
試
験
で
、
湿
害
の
程
度

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
圃
場
で
、
慣
行
に
比

べ
耕
う
ん
同
時
畝
立
て
の
収
量
が
増
加
し
ま

し
た（
図
４
）。
圃
場
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま

す
が
、作
業
速
度
は0.25

〜0.4m
/s

程
度
で
、

耕
う
ん
幅220cm

の
ロ
ー
タ
リ
に
よ
る
１
日

当
た
り
の
作
業
面
積
は
、1.5

〜2h
a

で
す
。

耕
う
ん
幅170､220cm

の
ロ
ー
タ
リ
に
加
え
、

150,160,180cm

の
ロ
ー
タ
リ
も
市
販
化
さ
れ
、

長
野
県
や
新
潟
県
、
九
州
地
方
等
で
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
排
水
溝
を
狭
く
深
く
し
、
排

水
機
能
は
低
下
さ
せ
ず
に
、
溝
部
の
条
間
を

狭
く
し
て
収
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
や
、
取

扱
い
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
、
今
後
取
り

組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　
ピ
ー
マ
ン
は
、
和
食
・
洋
食
・
中
華
と
何

れ
の
料
理
に
も
欠
か
せ
な
い
食
材
の
名
脇
役

で
す
。
最
近
で
は
、
赤
色
、
黄
色
な
ど
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
加
わ
り
、
食
卓
を
カ
ラ
フ

ル
に
彩
り
ま
す
。
ま
た
ピ
ー
マ
ン
は
、
美
肌

を
保
つ
ビ
タ
ミ
ン
C
、
老
化
の
原
因
と
な
る

活
性
酸
素
を
取
り
除
く
カ
ロ
テ
ン
、
お
な
か

の
調
子
を
整
え
る
食
物
繊
維
な
ど
、
見
た
目

の
鮮
や
か
さ
だ
け
で
は
な
く
美
容
健
康
に
も

役
立
つ
優
れ
た
機
能
も
満
載
で
す
。
子
供
達

に
嫌
わ
れ
て
い
た
「
ほ
ろ
苦
さ
」
も
、
目
立

た
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
ピ
ー
マ
ン
、
栽
培
し
て
い

る
最
中
に
色
々
な
植
物
の
病
気
に
か
か
り
や

す
い
の
で
す
。
中
で
も
、
ウ
イ
ル
ス
病
は
ピ

ー
マ
ン
に
と
っ
て
大
敵
で
す
。

ピ
ー
マ
ン
を
病
気
に
さ
せ

る
ウ
イ
ル
ス
に
は
様
々
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
の
ひ
と
つ
、
土
壌
伝
染

性
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
マ
イ
ル

ド
モ
ッ
ト
ル
ウ
イ
ル
ス
は
、

ピ
ー
マ
ン
に
感
染
す
る
と

生
長
抑
制
や
奇
形
果
を
多

数
発
症
し
生
産
者
を
大
変

悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
こ
の

病
気
は
ピ
ー
マ
ン
モ
ザ
イ

ク
病
と
い
い
ま
す
（
図
１
）。

ピ
ー
マ
ン
に
か
か
る
病
気

の
内
、
カ
ビ
や
細
菌
（
バ

ク
テ
リ
ア
）
の
病
気
に
は

そ
れ
ぞ
れ
に
効
く
農
薬
が

あ
る
の
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
ウ
イ
ル
ス
病
に
は
特

効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
私
た
ち
は
、
こ
の
ピ

ー
マ
ン
モ
ザ
イ
ク
病
を
予

防
す
る
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
し
ま
し
た
。

植
物
ウ
イ
ル
ス
病
の
ワ
ク
チ
ン
と
は
病
原
ウ

イ
ル
ス
の
毒
性
が
皆
無
、
あ
る
い
は
極
め
て

弱
い
天
然
の
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
で
す
。
こ
の

病
原
性
の
な
い
ウ
イ
ル
ス
を
予
め
植
物
に
接

種
し
て
お
く
と
後
か
ら
毒
性
の
強
い
同
種
の

ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
て
き
て
も
感
染
を
防
ぐ

効
果
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
開
発
し
た
ピ

ー
マ
ン
モ
ザ
イ
ク
病
予
防
ワ
ク
チ
ン
も
強
毒

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぎ
ま
し
た
（
図
２
）。

な
お
、
今
回
開
発
し
た
ワ
ク
チ

ン
の
副
作
用
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、

ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
量
は
健
全
株

と
比
べ
て
同
程
度
で
す
（
図
３
）。

　
農
業
は
自
然
を
相
手
に
し
て

い
ま
す
。
自
然
界
に
は
、
農
作

物
に
被
害
を
与
え
る
悪
い
病
原

菌
な
ど
が
生
息
し
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
人
間
の
役
に
立
つ
微
生

物
も
た
く
さ
ん
生
き
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
植
物
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
も
そ
の
自
然
か
ら

得
ら
れ
た
「
め
ぐ
み
」
の
ひ
と
つ

で
す
。
今
後
も
、
自
然
の
恵
み

を
巧
み
に
利
用
し
た
環
境
に
優

し
い
生
物
防
除
技
術
を
多
数
開

発
し
、
農
作
物
の
安
定
生
産
に

役
立
て
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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都
府
県
に
お
け
る
麦
作
付
面
積
の
約
94
％

は
水
田
転
換
畑
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
麦

の
湿
害
は
、
生
育
後
期
に
影
響
が
大
き
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
発
芽
直
前
に
冠
水
し
、

発
芽
不
良
に
な
る
例
も
あ
り
ま
す
。
そ
ば
に

つ
い
て
も
、
湿
害
に
よ
り
発
芽
率
低
下
や
生

育
不
良
が
発
生
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
麦
、

そ
ば
と
も
に
湿
害
を
軽
減
し
収
量
の
増
加
や

安
定
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

こ
で
大
豆
用
に
開
発
し
た
耕
う
ん
同
時
畝
立

て
播
種
作
業
機
の
爪
配
列
と
播
種
機
の
様
式

を
変
更
し
、
耕
う
ん
・
畝
立
て
と
施
肥
・
播

種
を
同
時
に
行
う
一
工
程
の
作
業
技
術
を
開

発
し
ま
し
た
。

同
時
作
業
機
の
特
徴
と
効
果

　
作
業
機
は
砕
土
性
、
す
き
込
み
性
の
良
い

ア
ッ
プ
カ
ッ
ト
ロ
ー
タ
リ
の
耕
う
ん
軸
を
フ

ラ
ン
ジ
型
か
ら
ホ
ル
ダ
ー
型
に
替
え
、
中
央

部
分
の
耕
う
ん
爪
は
平
ら
に
な
る
爪
配
列
に

し
、
両
側
の
爪
は
ロ
ー
タ
リ
中
央
に
曲
が
り

の
方
向
を
揃
え
て
い
ま
す（
図
１
）。
作
業
機

の
後
方
に
施
肥
播
種
機
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取
付
け
、
耕
う
ん

と
同
時
に
畝
立
て
と
施
肥
・
播
種
を
一
工
程

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

耕
う
ん
幅170cm

の
作
業
機
で
は
、
５
条

（
条
間
約27.5cm

）
、
耕
う
ん
幅220cm
の

作
業
機
で
は
、
８
条
（
同
約25cm

）
を
播
種

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
２
）
。

　
畝
高
は
約10cm

で
溝
が
で
き
る
た
め
に
慣

行
栽
培
に
比
べ
土
壌
水
分
が
低
下
し
ま
す
。

そ
ば
の
耕
う
ん
同
時
畝
立
て
で
は
、
新
潟
県

や
長
野
県
で
収
量
が
慣
行
と
同
等
か
増
加
し

ま
し
た
（
図
３
）
。
麦
で
は
、
新
潟
県
、
石

川
県
、
長
野
県
等
の
試
験
で
、
湿
害
の
程
度

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
圃
場
で
、
慣
行
に
比

べ
耕
う
ん
同
時
畝
立
て
の
収
量
が
増
加
し
ま

し
た（
図
４
）。
圃
場
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま

す
が
、作
業
速
度
は0.25

〜0.4m
/s

程
度
で
、

耕
う
ん
幅220cm

の
ロ
ー
タ
リ
に
よ
る
１
日

当
た
り
の
作
業
面
積
は
、1.5

〜2h
a

で
す
。

耕
う
ん
幅170､220cm

の
ロ
ー
タ
リ
に
加
え
、

150,160,180cm

の
ロ
ー
タ
リ
も
市
販
化
さ
れ
、

長
野
県
や
新
潟
県
、
九
州
地
方
等
で
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
排
水
溝
を
狭
く
深
く
し
、
排

水
機
能
は
低
下
さ
せ
ず
に
、
溝
部
の
条
間
を

狭
く
し
て
収
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
や
、
取

扱
い
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
、
今
後
取
り

組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　
ピ
ー
マ
ン
は
、
和
食
・
洋
食
・
中
華
と
何

れ
の
料
理
に
も
欠
か
せ
な
い
食
材
の
名
脇
役

で
す
。
最
近
で
は
、
赤
色
、
黄
色
な
ど
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
加
わ
り
、
食
卓
を
カ
ラ
フ

ル
に
彩
り
ま
す
。
ま
た
ピ
ー
マ
ン
は
、
美
肌

を
保
つ
ビ
タ
ミ
ン
C
、
老
化
の
原
因
と
な
る

活
性
酸
素
を
取
り
除
く
カ
ロ
テ
ン
、
お
な
か

の
調
子
を
整
え
る
食
物
繊
維
な
ど
、
見
た
目

の
鮮
や
か
さ
だ
け
で
は
な
く
美
容
健
康
に
も

役
立
つ
優
れ
た
機
能
も
満
載
で
す
。
子
供
達

に
嫌
わ
れ
て
い
た
「
ほ
ろ
苦
さ
」
も
、
目
立

た
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
ピ
ー
マ
ン
、
栽
培
し
て
い

る
最
中
に
色
々
な
植
物
の
病
気
に
か
か
り
や

す
い
の
で
す
。
中
で
も
、
ウ
イ
ル
ス
病
は
ピ

ー
マ
ン
に
と
っ
て
大
敵
で
す
。

ピ
ー
マ
ン
を
病
気
に
さ
せ

る
ウ
イ
ル
ス
に
は
様
々
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
の
ひ
と
つ
、
土
壌
伝
染

性
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
マ
イ
ル

ド
モ
ッ
ト
ル
ウ
イ
ル
ス
は
、

ピ
ー
マ
ン
に
感
染
す
る
と

生
長
抑
制
や
奇
形
果
を
多

数
発
症
し
生
産
者
を
大
変

悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
こ
の

病
気
は
ピ
ー
マ
ン
モ
ザ
イ

ク
病
と
い
い
ま
す
（
図
１
）。

ピ
ー
マ
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か
る
病
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内
、
カ
ビ
や
細
菌
（
バ
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ア
）
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に
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ぞ
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効
く
農
薬
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あ
る
の
で
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が
、
残
念
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が
ら
ウ
イ
ル
ス
病
に
は
特

効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
私
た
ち
は
、
こ
の
ピ

ー
マ
ン
モ
ザ
イ
ク
病
を
予

防
す
る
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
し
ま
し
た
。

植
物
ウ
イ
ル
ス
病
の
ワ
ク
チ
ン
と
は
病
原
ウ

イ
ル
ス
の
毒
性
が
皆
無
、
あ
る
い
は
極
め
て

弱
い
天
然
の
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
で
す
。
こ
の

病
原
性
の
な
い
ウ
イ
ル
ス
を
予
め
植
物
に
接

種
し
て
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と
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ら
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感
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。
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病
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を
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（
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２
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平
成
19
年
10
月
29
日
に
首
相
官
邸
で

開
催
さ
れ
た
第
70
回
総
合
科
学
技
術
会

議
に
お
い
て
、
当
研
究
チ
ー
ム
が
開
発

し
た
「
イ
ネ
萎
縮
病
抵
抗
性
遺
伝
子
組

換
え
イ
ネ
」
を
植
物
科
学
研
究
の
成
果

と
し
て
、
筑
波
大
学
で
開
発
し
た
「
耐

塩
性
遺
伝
子
組
換
え
ユ
ー
カ
リ
」
と
と

も
に
、
福
田
総
理
大
臣
、
若
林
農
林
水

産
大
臣
、
町
村
官
房
長
官
、
岸
田
科
学

技
術
大
臣
、
額
賀
財
務
大
臣
、
渡
海
文

部
科
学
大
臣
、
甘
利
経
済
産
業
大
臣
な

ど
の
閣
僚
や
総
合
科
学
技
術
会
議
の
メ

ン
バ
ー
ら
の
前
で
、
披
露
し
ま
し
た
。

会
議
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
次
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

（h
ttp
:/
/
w
w
w
8
.ca
o
.g
o
.jp
/
cstp

/

g
aiy
o/h
on
k
aig
i/70in

d
ex
.h
tm
l

）
。

　
紹
介
し
た
遺
伝
子
組
換
え
イ
ネ
は
、

イ
ネ
萎
縮
ウ
イ
ル
ス
の
全
タ
ン
パ
ク
質

が
持
っ
て
い
る
機
能
と
ウ
イ
ル
ス
複
製

に
お
け
る
役
割
を
解
析
し
た
上
で
、
ウ

イ
ル
ス
複
製
上
最
も
重
要
な
タ
ン
パ
ク

質
の
機
能
を
抑
制
し
効
率
的
に
ウ
イ
ル

ス
の
活
動
を
制
御
す
る
よ
う
に
遺
伝
子

を
組
換
え
た
も
の
で
す
。
萎
縮
病
に
高

度
の
抵
抗

性
を
示
し

ま
す
。
こ

れ
は
、
ウ

イ
ル
ス
と

宿
主
間
に
お
け
る
分
子
生
物
学
の
基
盤

研
究
に
立
脚
し
た
病
害
抵
抗
性
作
物
開

発
の
筋
道
の
一
つ
を
示
す
研
究
成
果
で

す
。
そ
し
て
、
開
発
し
た
遺
伝
子
組
換

え
イ
ネ
は
実
用
的
な
抵
抗
性
品
種
の
育

種
素
材
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、

遺
伝
子
組
換
え
技
術
の
有
効
性
と
重
要

性
を
わ
か
り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。 ! !

図2　イネ萎縮病抵抗性遺伝子組換えイネをご覧になる福田内閣総理大臣（写真提供：内閣府）

図1　第70回総合科学技術会議の様子。前面でイネ萎縮病抵抗性組換えイネが紹介されています（写真提供：内閣府）

市
民
講
座
開
講
中

 
 

地
域
の
方
々
に
中
央
農
研
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
に
、研
究
者
が
専
門
分

野
の
話
題
を
中
心
に
親

し
み
や
す
く
お
話
す
る

市
民
講
座
を
10
月
か
ら

開
講
し
ま
し
た
。
毎
月
、

第
２
土
曜
日（
9
時
30
分

〜
10
時
30
分
）に
食
と
農

の
科
学
館in

つ
く
ば
で
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
今
後
の
予
定
）

第
4
回 

１
月
１２
日（
土
）

　
　G

A
P

で
実
現
す
る

　
　
安
全
で
環
境
に
優

　
　
し
い
農
業

第
5
回 

２
月
９
日（
土
）

　
　
土
の
健
康
と
環
境

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

　
民
間
や
大
学
な
ど
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め
に
、

研
究
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
学
官
共
同
開
発

　
研
究
施
設

●
環
境
保
全
型
病
害
虫
防
除
技
術
開
発
共
同
実
験
棟

●
萌
芽
研
究
推
進
共
同
実
験
棟

利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
部
　
業
務
推
進
室
（
交
流
チ
ー
ム
） 

　

T
E
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8
│
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5
8
　
　

F
A
X
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8
│
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4

埼
玉
県
と
の
研
究
協
力
協
定
の

締
結
に
つ
い
て

　
11
月
16
日
に
中

央
農
研
来
賓
室
に

お
い
て
、中
央
農
研
・

作
物
研
と
埼
玉
県

の
包
括
的
な
農
業

研
究
協
力
協
定
の

締
結
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
協
定

は
特
に
稲
・
麦
・
大

豆
等
に
つ
い
て
、
相

互
に
協
力
し
て
研

究
及
び
成
果
の
普
及
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
都
県
と
の
こ
の
よ
う
な
協
定
は
平
成
16
年
度

に
締
結
し
た
茨
城
県
に
続
い
て
2
件
目
と
な
り
ま

す
。

つ
く
ば
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参
加
し
ま
し
た

 
 

11
月
17
日（
土
）、
18
日（
日
）の
2
日
間
、つ
く
ば

市
主
催
の
つ
く
ば
科
学
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
が
つ
く
ば
カ

ピ
オ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
央
農
研
は
、「
あ
て
て

み
よ
う
！
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ

根
っ
こ
は
何
メ
ー
ト
ル
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
出
展
し
、

小
学
生
を
中
心
に
約

２
５
０
名
の
参
加
者
に
、

大
豆
の
根
を
観
察
す
る

と
と
も
に
根
の
長
さ
を

ル
ー
ト
ス
キ
ャ
ナ
ー
で

計
測
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

地
域
農
業
確
立
総
合
研
究
「
関
東

飼
料
イ
ネ
」
研
究
成
果
発
表
会

　
中
央
農
研
で
は
、飼

料
用
の
稲
を
作
り
牛

の
餌
と
し
て
利
用
す

る
技
術
の
普
及
・
定
着

を
目
指
し
て
、地
域
農

業
確
立
総
合
研
究

「
関
東
地
域
に
お
け

る
飼
料
イ
ネ
の
資
源

循
環
型
生
産
・
利
用

シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
を

平
成
16
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
ま
す
。こ
の
間

に
挙
げ
て
き
た
種
々
の

研
究
成
果
を
消
費
者
、

生
産
者
の
皆
様
に
伝
え

る
た
め
に
研
究
成
果
発

表
会
を
12
月
1
日（
土
）

〜
2
日（
日
）に
つ
く
ば

国
際
会
議
場
で
開
催
し

ま
し
た
。
第
1
日
目
の

講
演
会
で
は
、「
本
総
合

研
究
が
目
指
す
も
の
」
、 

「
牛
が
喜
ぶ
飼
料
イ
ネ

を
作
ろ
う
」
、 「
飼
料
イ
ネ
で
作
ろ
う
牛
乳
、牛
肉
」
、

「
ま
だ
ま
だ
あ
る
ぞ
！
研
究
成
果
」の
テ
ー
マ
で
12
人

の
研
究
者
が
講
演
を
行
い
、第
2
日
目
は
、常
総
市

に
お
け
る
飼
料
稲
の
放
牧
現
地
の
見
学
も
行
い
ま
し

た
。２
日
間
で
約
4
5
0
名
の
来
場
者
が
あ
り
、飼

料
イ
ネ
技
術
と
研
究
成
果
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。


